
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

２月２４日、ロシア軍はウクライナへの侵攻を開始しました。報道によれば、軍や民

間施設をミサイルで攻撃し、制空権を掌握すると共に、地上部隊が国境を越えて北

部や南部に侵攻しています。 

 プーチン大統領は、アメリカ主導の北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）の「東方拡大」は、

ロシアの脅威であると語り、今回の軍事行動はウクライナ国内のロシア系住民の保

護が目的であると正当性を主張しました。 

 戦争で犠牲になるのは常に罪のない市民や子供たちです。何故、武力によって市

民や子供たちが犠牲にならなればいけないのでしょうか？既に多くの犠牲者が生

まれ、今も戦火が拡大し、多

数の人命が危険に晒されて

います。武力での侵攻はい

かなる理由にせよ認められ

るものではありません。ＪＲ

東労組はロシアによるウク

ライナ侵攻に断固抗議しま

す！！ 
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